
イギリスの文学教育(4)

-教育課程を中心に-

本稿では,イギリスにおける国語科(English)の

教育課程(curriculum)の中で「文学」がどのような

位置を担わされ,どのように扱われているかというこ

とを,この国における新しい中等教育終了資格試験で

あるGCSE (the General Certificate of Secondary

Education)試験の評価基準の内容とGCSEを念頭に

おいて作られた教授細目(syllabus)の検討を通して

考察し,イギリスにおける文学教育の特色の一端を明

らかにしたい。

1. FGCSE全国評価基準1における「文学」の位置

GCSEという新LV、公試験発足のいきさつについ

ては,そのr全国評価基準:一般基準」 (1985,文献①)

に次のように記されている。

「1984年7月20日,政脚ま全国評価基準に基づく新

しい試験制度, the General Certificate of Secondary

Education (GCSE)が,現行のGCE-Oレベル試験と

CSE試験に替わって, 1988年夏より施行されるよう

になると告示した。」 (①-p. 1)

このGCSEのr全国評価基準」については,すでに,

松山雅子(1987,文献(亘項))によってその概要が詳し

く紹介されている。それによると, GCSEは「中等

教育試験制度委員会の監督のもと,五つの地方試験局

(既存のCSEと0レベル試験局の連合,再編)によっ

て試験要綱(シラバス)が作成され,委員会承認のの

ち管理,実施されるとなってい」て, 「学校は試験局

の示す五つの要綱のいずれを選んでもよく,どの形態

の評価法を選ぶかは,何をどのように指導するかとい

う,中等学校の指導内容,教材,指導法のいかんにわ

かちがたく結びついている」とヤーう。 (③-p.19)桧

山のGCSE紹介・考察の主眼は,この新しい公試験

が生徒の「読書体験」ないし「文学体験」の幅広い・

多様さを育むことを目指したものだというところに置

かれている。

イギリスにおいては,こういった公試験の中等教育

に与える影響は大きく,それは一面中等学校の教育課

程を規定しているとも言える。ここでは, GCSE試

験の　r全国評価基準」のEnglishおよびEnglish
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Literatureにおいて「文学」がどのように位置づけら

れ,それがどのような文学教育を招く可能性があるの

かということを検討してみたいこ

FGCSE全国評価基準: English」には, Englishの

試験の「目的(Aims)」が次のように記されている。

「 1.1 Englishという教科は,単一の統一された課

程とみなされるべきで, Englishに関する評価を導く

ものである。

この課程は,生徒たちに次のような能力を発達させ

ようとするものでなければならない。

1.1.1会話や作文において,正確に,適切に,効

果的に意思を伝える。

1.1.2　さまざまなメディアの中で,生徒たちが聞

いたり,読んだり,経験したりしたものを,

想像豊かに理解し,反応する。

1.1.3　文学を読むということを楽しみ,鑑賞する。

1.1.4　日分たちを理解し,他者を理解する。

1.2　評価上の目的のために,ふたつのタイトルが用

いられ- EnglishとEnglish Literature -　　その

各々は〔=・-〕別々の科目として扱われる。

1.3　多文化社会においてEnglishが活用されている

ということは,この冊子の以下の部分と「一般基準」

との双方で考慮に入れられているo」 (②-p. 1)

この総括的なEnglishの「目的」の中で, 「文学」

に関する能力が顔を出すのは, 1.1.3の「文学を読む

ということを楽しみ,鑑賞する。」においてである。

1.1.1と1.1.2が言語コミュニケイション能力であり,

1.1.4は社会的な理解能力であって,これらと1.1.3と

がどのように結びつくのかということは,この「目的」

の記述からだけでははっきりとしない。少なくとも,

この「目的」に示されている4つの能力を見るかぎり

「文学」にかかわる1.1.3の項目だけが他から浮いて

いるように見える。

おそらくこのことは, GCSE試験の「評価目標」

がEnglishとEnglish Literatureとの二本立てである

ことと,少なからぬ関わりを持つと考えられる。「文学」

を国語科の教科内容の中にどのように位置づけるかと

いうことは,わが国の国語科教育の歴史の中でも問題
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にされてきたことである　GCSE試験の　r全国評価

基準」で見るかぎり,イギリスの国語科教育において

ち,このことは単純に片の付く問題ではないようであ

る。というのも, GCSEのr全国評価基準jにおける,

EnglishおよびEnglish Literatureの「評価目標」を

照らし合わせていくと,そこにはイギリスにおける文

学教育の二重性が見てとれるからである。

もしもEnglishという試験科目において, 「文学」

が全く扱われないのであれば, 「文学」に関する能力は,

English Literatureという試験科目によって評価して

いく他はないということになる。ところが,いずれの

試験科目にあっても「文学」は扱われることになって

いる。

Englishの「評価目標」には,次の8つの能力が揚

げられている。

「2.1.1情報を理解し,伝える。

2.1.2　事実,考え,意見を理解し,整理し,表明

する。

2.1.3　読みの教材や他のメディアに含まれる情報

を評価し,個々の場合における目的に関する

ものを選びとる。

2.1.4　経験をはっきりと言い表し,感じたことや

想像したことを表現する。

2.1.5　〔言語表現に〕伏在する意味や態度をはっ

きりと理解する。

2.1.6　フォーマルな状況・インフォーマルな状況

のそれぞれにおいて,聞き手としての感覚や

文体への意識を明らかにする。

2.1.7　作文において,適切な文法構造や,段落分

けの約束事,文構造,句読法およびスペリン

グに関してコントロールすることを練習する。

2.1.8　話しことばで効果的かつ適切に意思を伝え

る。」 (②-p. i:

これらの諸能力群(スキル群)について,次のよう

な但し書きが添えられている。

「上に揚げたスキル群は,明らかに相互に関連しあっ

ており,相互依存的なものである。この全てが評価さ

れなければならないが,各々のスキルを個別にテスト

する必要はないと思われる。こういった言語スキル群

は,文学的教材・非文学教材のいずれに関してもテス

トされなければならないO」 (②-p. 2)

また, Englishの「内容」を記した部分の, 「読む

こと(reading)」に関して書かれた箇所にも,次のよ

うにある。

「生徒たちには,さまざまな目的で文学テクスト(た

とえば,短編物語,小説,伝記,請,戯曲)と,非文

学教材(新聞の論説,広告など)を読んだり,読んだ

ものに対してさまざまな方法で反応する機会を与えな

ければならない。」 (②-p. 2)

このように, Englishの「評価目標」および「内容」

の項目において, 「文学」は除外されているどころか

むしろ生徒たちが何らかの日的・方法をもって読み・

反応する対象として,明確に意識されている。だが,

Englishにおいて焦点化されているのは,ある日的を

もってテクストを読み,そこから得られた情報を処理

する「能力」ないし「スキル」の方であって,そこで

は「文学」テクスト固有の性質は問題にされないo

これに対してEnglish Literatureという試験科目の

「評価目標」は次のとおりである。

「 1.1 EnglishLiteratureというタイトルを持った

試験要綱における評価目標は,生徒たちにいくつかの

文学テクストに関する詳しい学習と,幅広い読書を為

す機会を与えるものでなくてはならない。生徒たちに

求められる能力は次のようなものである。

1.1.1文学テクストの内容に関して直接の知識を

得る。

1.1.2　文学テクストの表面的な意味の把握から,

文学テクストのテーマや態度の比較的深い認

識にわたるいろいろな方法で,文学テクスト

う理解する。

1.1.3　作家の言語使用の方法を理解し,味わう。

1.1.4　作家が達成した結果(構造,性格描写等)

とは別の方法を理解し,味わう。

1.1.5　読んだものに対する素朴な反応や,考え抜

かれた反応などを交流させる。」 (②-p. 5)

1.1.1から1.1.4までは,明らかに「文学」テクスト

固有の属性を意識したものであり,読者反応の交流を

目指した1.1.5のみが言語コミュニケイション能力に

かかわる。ここでの「文学」の扱われ方は, 「文学」

テクストをさまざまな目的に応じた読みの対象の一つ

として位置づけている試験科　Englishにおけるそれ

とは対象的なのである。

English Literatureの「内容」の項には,次のよう

に書かれている。

「English Literatureの試験要綱の内容は,散文・

詩・戯曲という3つの主要な文学ジャンルの全てを幅

広く読むということだけでなく,個々のテクストを詳

しく学習するということからも構成されていなければ

ならない。各試験委員会は,文化的な多様性の豊かさ

を意識することも文学の学習に求められていることの

一つだという認識に立って,伝統的なEnglish Litera-

tureの正典的なものも含んだ, Englishで書かれた文

学テクストとするべきだが,翻訳作品を含んでも構わ

ない。」 (②-p. 5)
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English Literatureにおいては, Englishではとりた

てて目標とされていなかった, 「文学」との幅広く深

いかかわりを生徒に求めていくことが目標とされてい

るわけである。

つまり, English蝣English Literatureの双方の試験

科目において,各々「文学」が扱われているのである

が,それぞれが求める「文学」へのアプローチの仕方

は著しい対照を見せているのである。この二つの試験

科目の「評価目標」および「内容」からうかがうかぎ

りにおいて,イギリスの国語科教育における「文学」

の扱いは,少なくとも二通りの行き方が許されている

と言えるだろう。このことが,先に述べたイギリスに

おける文学教育の二重性ということなのである。

すなわち, Englishにあっては,言語コミュニケイ

ションスキルを発達させるための素材のひとつとして

「文学」が扱われ, English Literatureにおいてはそ

のようなEnglishにおける「文学」の扱いではどうし

てもこぼれ落ちてしまう, 「文学」への広さ・深さを

持ったアプローチの仕方を生徒たちが身につけたかど

うかが問われるのである。いわば,さまざまなテクス

トやメディアの間で「文学テクスト」を読み解いてい

く方向での文学教育と,その一方で個々のあるいは複

数の「文学テクスト」を腰を据えて詳しく研究したり,

「文学テクスト」の幅広い読書を行ったりする方向で

の文学教育の双方が,現代イギリスの国語科教育に

あっては並存している。そして,その中でも,とくに

現代イギリスの国語科教育にあって求められているの

は, 「文学テクスト」の精読(closedreading)という

この国の伝統的な文学教育よりも,むしろさまざまな

テクストの問で生徒たちに「文学テクスト」を読み解

かせ,幅広い「文学テクスト」群を読ませていく方向

での文学教育である,ということを, GCSEの「全

国評価基準」は語っているのである。

2.中等学校国語教育課程における「文学」の位置

ジョン・プレンチャード(Blanchard,John.)の編

んだr明るみに出す-中等国語教育課程-」 (文

献⑤)は, Cambridgeshireのあるコンプレヘンシヴ・

スクールでの経験をもとにして作られた,中等学校に

おける教育課程の私案である。 「明るみに出すj　とい

う一見奇異に思える書名の由来については,プレン

チヤード自身が次のように述べている「教師になった

ころ私がはじめて抱いていた,何をどのように教えた

らいいのかという心配は, 1　年後には和らいでい

た。陽気で,創意に富み,良心的な同僚たちの問で,

私は国語教育の理論と実践-それはきわめて重要で,

またさし迫った必要事であった-を進展させていく

のに楽しみを感じていた。そして,何年かが過ぎるに

つれて,私はだんだんと,自らの同僚たちにとって意

味を持ち,かつ有益であるような,ある種の活力を有

したアイデアやストラテジーやタクテイスを記録した

り共有しあったりしたくなった。私にとって,討論や

実験を通じて発展させられた教育課程を明らかにする

ことは納得のいくことであったし,わが国の他のEn-

glishの教師たちにと'ってばかりでなく,外国におけ

るEnglishおよびその国の母国語の教師たちにとって

も関心の的になるだろうと考えた。それゆえ,この

Englishの教育課程がr明るみに出すj　と名付けられ

ているわけである。」 (⑤-p. i:

ブレンチヤードのこのような問題意識の背景には,

教育学者のダグラス・バーンズ(Barnes, Douglas)

の「自分の仕事について互いにはっきりと語り合わな

い-あるいはおそらく語り会えない-教師たちが,

自らの職業についてわきまえている世間の人々を説得

できるわけがない。」という問いかけや,ジェローム・

ブルーナ- (Bruner, Jerome)の「ひとつの教科カリ

キュラムは,その教科に構造をもたらす根本原理をか

たちづくるもっとも基本的な了解事項によって決定さ

れなければならない。」という言葉に答えてい.こうと

する彼の姿勢がある。そして,プレンチャードの教育

課程構築への根本には,教育学者デヴィッド・ハーグ

リーヴス(Hargreaves,DavidH.)による「隠れたカ

リキュラム(the hidden curriculum)」論へのまなざ

しがある。 「ハーグリーヴスは,中等教育に関する多

くの証言や調査研究を集めた。学習を狭め,信頼感を

弱め,結束を壊すような, r学校教育についての隠れ

たカリキュラムが存在lL,そういった隠れたカリキュ

ラムの全体を　r自らの尊厳を脅かすものとして理解す

るかもしれない多くの生徒たちに〔隠れたカリキュラ

ムが〕影響を与える」というのが,彼の説明である。

隠れたカリキュラムとは,学校において,体系的にし

かもひそやかに,しかし無意識のうちに生徒たちに伝

えられるものである。差別,劣等感と失敗感,そして

私たちが学習可能となる前に教えられる必要があると

か,書くことは作業であり,作業が書くことである,

とか,詩とういものは不可解で退屈なものであるとか,

理解とはだれしもがとても普通では読むと考えられな

い文章の一節について焦点のぼやけた手のこんだ問い

に答えていくことだ,とかいった仮説・・-・。こういっ

たものがハーグリーヴスの研究によって明らかにされ

た隠れたカリキュラムの諸特徴である。」 (⑤-p. 2)

プレンチャードのとらえるハーグリーヴスの「隠れ

たカリキュラム」論は,このように至ってネガティヴ

なものでしかない。プレンチャードは,この「隠れた
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カリキュラム」というネガティヴな発想を借り受けな

がら,翻って,国語科教育におけるポジテイヴな「隠

れたカリキュラム」を文字通り≪明るみに出≫すこと

を,国語の教育課程作成のための柱としている。

r明るみに出す」における国語教授細目(asylla-

bus forEnglish)は,中等学校の学年を追って,次の

合計14のセクションに分けられている。

0第1学年(ll-12歳)

i.こう聞こえる,あんなふうに見える

-音声からシンボルへ,シンボルから音声へ

ii.外側の声,内側の声

-意見を聞くこと,見ること

iii.もっと別の方法で

-個別から一般へ,対照

0第2学年(12-13歳)

i.ことばの由来

-動物のことば,原始社会のことば,子供のこ

とば

ii.お話を話す

-構成要素,構造,プロット

iii.話す方法

-スタイル,メディア,構成,ことばの使用域

0第3学年(13-14歳)

i.過剰と不足

-ことばの省略と工夫

ii.あなたが言いたいのは?

-明示された意味,合意,確かさのものさし

iii.文字通りではない

-さまざまなあいまい性

0第4学年(14-15歳)第5学年(15-16歳)

i.どこでそういう考えを手に入れたの?

-ものの見方をかたちづくる方法

ii.ここでのあなたの役割は?

-日的,聞き手,ことばの使用域

iii.個人的なおしゃべりと客観的であること

-コンテスト,拘束,関心,意識

iv.ことの真実

-感覚,知識,信念,感情

V.どう言おうかな?

-情報,説得,エンターテインメント

11歳から16歳にかけての5年間で, 「ことば」に関

するじつにさまざまなことがらについて学習できるよ

うに項目が立てられている。もちろん,これらの全て

を学習しなければならないというわけではなく,教師

はこれらのセクションから適宜選択しつつ,自分なり

の国語の教授-学習の流れを形づくっていけばよいの

である。

第1学年においては,音声とシンボルの関係の学習

に始まり,モノの間の差異や類似性を認識する過程に

ついて学ばせることがもくろまれている。第2学年で

は,言語によるコミュニケイションの基礎的な問題(言

語の由来,語りをめぐる諸要素等)に学習者が精通し

ていけるように課題が組まれている。第3学年にあっ

ては,言語コミュニケイションを進めていく中で私た

ちがつきあたる「ことばの省略」 「意味」 「あいまい性」

といった,言語生活の実際上の問題に焦点が当てられ

ている。さらに,第4 ・第5学年の5つのセクション

の特色は,社会における「言語」の役割について学習

を行わせようとしている点にある。この学年レベルに

なると,対地意識を高め,共同体意識にめざめさせよ

うとする教授細目作成者の意図が強く感じられる。

つまりこの教授細目は, ①言語の基本構造②言語コ

ミュニケイションの基礎(訂言語の意味に関わる問題④

社会における言語の役割,という流れを持った, 「言語」

「ことば」にかかわる諸問題の教授-学習を目指して

作られている。先に論じたGCSE試験の試験科目で

言えばEnglishにおいて求められていた諸能力の育成

を目指したものである。それゆえ, 「文学」に関する

諸能力を育成することは,この教授細目の中心的な目

標にはなっていない。

このようにプレンチヤードは, Englishという言語

の諸々の局面を包括的に把握できるような教授-学習

を構想しているわけであるが,その中には「文学」的

な要素もまた,独自の観点から取り込まれている。

それでは,この言語コミュニケイション重視の国語

教育課程にあって, 「文学」はどのように扱われてい

るのだろうか。教授細目第2学年第iiセクション「お

話を話す」の内容に注目して,それを検討してみよう。

「お話を話す」においては,文学の-ジャンルとも

なり得る「物語(stories)」の問題と,言語コミュニ

ケイションの一形態としての「語り(narratives)」の

問題とが関連づけられている。このセクションの「は

じめに」において「物語」 ・ 「語り」のそれぞれは次

のように説明されている。

「物語は,人間の経験にとって基本的なものである。

私たちの各々が生まれた時から死ぬ時まで,苦しみや

楽しみを通して,あるひとつの物語を生きている。私

たちは大切な経験を大切に記憶に留め,`成功したり,

難題につきあたったり,興奮や混乱にとりこまれたり

するお話として,それを詳細に物語る」 (⑤-p. 64)

「語りは,もっとも便宜的なコミュニケイション形

式である。語りは,出来事を再体験する手助けをして

くれる。語りは,一連の出来事や知覚の構成された流

れの中で現に起こりつつあることについての私たちの
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経験にも匹敵する。また,語りは,私たちの[=こした

ものごとや,聞いたり感じたり,嘆いだり,触ったり

味わったりしたものごとを統合してくれるOそして,

語りはその一定の形式に則った始まりと終わりの間で,

リズムや遠近法を通して経験を形づくったりするO」

(⑤-p. 65)

ここでは, 「物語」が人間の「経験」に強く根ざし

たものとしてとらえられ, 「語り」の方は, 「出来事を

再体験する手助け」をしてくれる「便宜的なコミュニ

ケイション形式」としてとらえられている。いわば「語

り」という行為が「物語」を産み出していくのである

が,その産み出された「物語」ないし「お話」にはあ

る時間的契機が備わっており,それゆえ, 「物語」は

人間の「経験」と類似した時間的構造を持つというので

ある。これは, 「物語」や「語り」がいかに人間の経験と

密接な関わりを持つかということを語るものでもある。

このセクションを学習することを通して援助される

個々の生徒の性質として,プレンチャードは「物語に

没頭し,他者と物語を共有できるようになる能力と意

志」 「物語を人間経験に関連づける能力と意志」 「物語

の構成と機能とを考察する能力と意志」 「様々な技法

や目的を以て,自分の物語づくりを試みるだけの能力

と意志」の4つを挙げている。 「物語」を媒介として

他者と交流したり, 「はじめに」で述べられているよ

うなかたちで「物語」と人間経験とを関連づけてとら

えていく「能力と意志」が目指されているところには

注目してよい。そこには, 「物語」を生きたものとし

て自らの経験の中に息づかせていく読者の育成がめざ

されているからである。

この教授細目では,各々のセクションにおいて最終

的に生徒たちに多様な「活動activities」を行わせて

いくことが目指されている。そういった「活動」の質

を高めるためには,目指される「活動」を行うに見合っ

た「スキル」を生徒たちが手に入れる必要がある。こ

のセクションにおける「スキル」としては次の5つが

挙げられている。

1)日常生活において,神話や伝説といった物語を見

出し,それらに注意を払うこと。

2)出来事の連続性をたどること。

3)物語を構成する諸要素を確認すること。

4)物語の作り手・語り手・聴き手の役割を演ずる事

5)物語の意味を明確にすること。

ここではとくに2)や4)のような「スキル」が取り上

げられているところが重要である。日常の出来事の連

続性をたどるところから,そこに「物語」性を見出し

ていくスキルや, 「物語」の「作り手」 「語り手」 「聴

き手」といった,いわば「語り」のコミュニケイショ

ンの図式における,種々の「役割」を演じるスキルを

身につけていくことで, 「物語」や「語り」を立体的

にとらえていく学習が可能になるだろう。

先に述べたように,プレンチャードの国語教育課程

においては,生徒たちに言語に関わるさまざまな「活

動」を行わせることが最終的な目標となっている。「お

話を話す」というセクションにおいては,たとえば次

のような「活動」が目指されている。

-ひとつの物語を表している一連の絵を選び,絵の

つながりを2 ・ 3考え,仲間の考えと自分の考え

とを比較する。

-実際に起こった事実や出来事と,語られたお話と

の区別をつける。

-物語中の出来事の選択的な連続性について実験す

る。たとえば,物語のおしまいから始めたり,物

語をおしまいにさせるものを解明したりする。ク

ライマックスから始めたりあと戻りしたりする。

-なにかの起源を説明する物語を作るo :昼と夜,

ジェラシー,季節,共感,火;古来の神話を探る。

-出来事の説明を試みる。 :何が起こったかを詳し

く物語るというよりも,その出来事の根拠,意義,

結末などをもたらす。

-物語の語り手の影響を考慮に入れる。 :語り手の

考えによってどのような影響がもたらされるか?

;語り手の意図とはどういうものか?

-徹底的に対話に基礎を置いた語りを作る。

-あなたと異なった年齢集団の人々のために物語を

作ってあげる。できればその反応を考察する。

絵のつながりを考えて,それを友達の考えたものと

比べるという活動や,物語中の出来事の連続性につい

て実験をするという活動は, 「物語」の有する時間的

構造の意識化を誘うものである。また,実際に起こっ

た事実や出来事と,語られたお話との区別をつける活

動や出来事の説明を試みる活動を通して,ことばに

よって物語るという行為の意味を深く考えていくこと

が可能になるだろう。さらに,物語の語り手の影響を

考えたり,対話に基礎を置いた語りを作ったり,異なっ

た年齢集団の人々の物語を作ってやるという活動は,

物語るという行為が本来持っている,他者との対話の

可能性を生徒たちに再認識させることにつながる。

このように, 「お話を話す」というセクションからは,

「物語」や「お話」という「文学」的な素材の本質を,

語り-聴くという言語コミュニケイションのチャン

ネルに置き直しながら,生徒たちに掘り下げさせてい

こうとする意図がうかがえる。たしかに,プレンチャー

ドの教授細目は, 「言語」に焦点を当てたものではあ

るが, 「お話を話す」にみられるような巧みな形で, 「文
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学」的な素材の本質をも明るみに出そうとしているの

である。

3.イギリスの中等国語教育課程における「文

学」の扱いの特色

前項までの考察を踏まえて,イギリスの中等国語教

育課程とそれを規定するGCSE試験の中での, 「文学」

の扱われ方の特色をまとめてみたい。

(1) GCSEにおける「文学」の扱いの特色

①　GCSE試験Englishの「目的」において, 「文学」

をEnglishという「単一の統一された教科の課程」の

中で扱っていく姿勢が示されている。但し, 「評価上

の目的」のため, Englishとは別にEnglish Literature

という科目を設けてもよいことが明記されている。そ

のため, GCSE試験を目指した中等学校の国語科教

育における文学教育においては,少なくとも二通りの

「文学」へのアプローチが並存する可能性がある。

②　GCSE試験English全体の「目的」の特色は,

生徒たちが多様なメディアに取り囲まれた社会の中で,

聞き読み・経験したものを理解し,それに反応できる

ようになり,自らの意思を的確に伝えていけるように

なることがめざされているということである。もちろ

ん, 「文学を読むということを楽しみ,鑑賞する」と

いう能力も問われてはいるものの, English科全体の

「目的」の主眼は,言語によるコミュニケイション能

力の発達を図ることにある　English科の二つのセク

ションのうち, Englishの方は,稜々の言語コミュニ

ケイション能力の達成を「評価目標」として掲げてお

り,そこで教材となる「文学」的な素材はそのための

媒材としての意味合いが強い。

③　GCSE試験EnglishにおけるEnglish Litera-

tureというセクションにおいては,個別の「文学テ

クスト」の詳しい学習や,幅広く「文学テクスト」を読

む能力が求められ,とくに後者にウェイトが置かれて

いるo　これは,従来のGCE試験で強く求められた精

読(closed readig)の招いた弊害-それが生徒たち

の「文学」ざらいのもとになっているという報告はrバ

ロック報告j (文献(り)にもみられる-が強く意識

されているためでもあろう。そして,このことは, ②

でも述べたようにEnglish科全体における言語コミュ

ニケイション能力重視の姿勢とも符号している。

④　English科全体の「目的」の中に, 「自分たち

を理解し,他者を理解する」という項目も設けられて

いた。このことは,国語科教育の様々なレベルで,対

他意識や共同体意識を育てていくことを求めるもので

ある。これは,たとえば「日的」の1.3に示されてい

るような「多文化社会」におけるEnglishの役割を認

識したり,ことばを考えることを通して他の文化を理

解することにも関わっている。

(2)中等国語教育課程における「文学」の扱いの特色

(9　考察した中等国語教育課程r明るみに出す」に

おける国語科教授細目を貫いているのは, GCSE試

顔のEnglish科の場合と同じく,総合的見地に立った

言語コミュニケイション重視の立場である。

②　r明るみに出す」の国語科教授細目は,第1学

年で音声とシンボルとの関係や言語認識の基本的なレ

ベル(一般化,対照),第2学年で,言語の起源,言

語使用の様式としての語りの方法,第3学年で,言語

表現と意味との関係を扱い,言語運用の諸相に関する

生徒の認識の発達を図った上で,第4 ・ 5学年におい

て,社会における言語の役割と言語による現実の認識

の学習へと結びつけられていた。いわば,一人の自立

した「言語生活」者を,国語という教科の課程の中で

育てていこうとするE]的を備えた教授細目だと言える。

③　一例としてとりあげた「お話を話す」というセ

クションにおいても, 「物語」「語り」といった,わが

国においてはどちらかと言えば「読み」の対象として

みなされがちな素材を,人間の言語コミュニケイショ

ンの一端を司る媒介物としてとらえていこう・とする姿

勢がみうけられる。このセクションでは, i) 「語り」

の持つコミュニケイション機能を把握させることが目

指されていること, ii) 「物語」を読み/書きのチャ

ンネルだけでなく,話し/聞くという, 「物語る」行

為本来のチャンネルにおいてとらえようとしているこ

と, iii)生徒個々の生活経験と「物語」とが結びつき

やすいような配慮がなされていること,などに注目す

べきところがあった。

④　この他,プレンチャードの国語教育課程におい

ては自分たちとは異なる(イギリスとは異なる)文化・

社会を理解するための素材として「文学」がとらえら

れているということも重要なことである。
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